
 

令和３年度事業報告書 

 

 令和３年度は、コロナ感染拡大の影響のため、定時総会は中止となり、令和 3

年 5 月 24 日、書面決議により承認された事業計画及び収支予算に基づき、県、

警察、各地区防犯(生活安全)協会など関係機関・団体と緊密な連携の下、犯罪の

ない日本一安全・安心な長崎県を目指し、県民の平穏な生活を脅かす犯罪の防止

対策、風俗環境浄化及び少年の健全育成等に関する事業を次のとおり行った。 

  なお、事業推進にあたっては、令和３年急増した「特殊詐欺防止」に重点をお

いた取組を行った。 

第１  犯罪防止のための広報･啓発事業 

 １ 地域安全活動に係る広報活動 

  (1)  全国地域安全運動の推進 

    全国地域安全運動（10 月 11 日から同 20 日）に合わせ、 

   ア  防犯ポスターによる広報・啓発 

        公募したポスター、標語及び青パト活動写真の入選作品を合体し、「防 

犯広報ポスター」５種 500 枚を作成のうえ、 

      ・県下各警察署（地区防犯協会）宛送付 

          ・長崎、県営、西肥、島鉄バス４社のバス車内に計 40 枚 

       を掲示し広報した。 

     イ  バス車体のラッピング広報 

         長崎、県営、西肥バス３社のバス 19 台の車体に「特殊詐欺防止」を 

呼びかけた佐世保出身の歌手 前川清氏を広報大使の特殊詐欺被害防

止のラッピング広報を実施した 

   (参考資料 １ページ参照) 

   ウ  テレビ（NIB、NCC）コマーシャル広報 

      「特殊詐欺防止」を呼びかけるＣＭを令和４年２月に NIB、NCC 各社

で 30 秒の前川清氏の「だまされないで 長崎！」を各社で 15 回放映

した。 

   エ 防犯ポスターの掲示・広報 

       公募した防犯ポスター作品を長崎市茂里町ココウォークバスセンター

に掲示・広報した。（10 月 1１日～10 月１８日） 

          (参考資料 １ページ参照) 

   オ 防犯標語入りキャンペーングッズの配布 

        県下各警察署（地区防犯協会）宛、防犯標語入りのキャンペーングッズ

（ウエットティッシュ）を送付のうえ、各地区において配布した。 



   カ 広報紙の発行 

      「防犯ながさき」№39 号～43 号を作成し、当会ホームページに掲載

するなどして広報啓発活動を実施し、県民の防犯意識の高揚に努めた。 

(2) 特殊詐欺被害防止に係る広報啓発 

  ① 令和３年は特殊詐欺の被害が大幅に増加したことから、歯止めをかける

べく、テレビによるスポットＣＭ、バス車体看板広告及び特殊詐欺防止の

タオルを作成配布するなど広報活動を行い、特殊詐欺被害防止を呼びか

けた。 

     (参考資料 ２ページ参照) 

   また、風俗営業管理者講習では、講習までの待ち時間に特殊詐欺防止の

DVD を放映し、特殊詐欺事案の現状と対策について講話して、被害防止

を呼びかけた。 

     (参考資料 4 ページ参照) 

    ② 夏の高校野球選手権長崎大会におけるケーブルテレビスポットＣＭ広

報(長崎ケーブルメディア 30 秒:57 回放映)で被害防止を広報した。 

  ③ 長崎新聞・NBC ラジオ共同企画「高齢者安全・安心見守りキャンペー

ン」で災害関係・特殊詐欺、交通安全の広報を掲載放送した。 

    ④ 長崎ケーブルメディア発行の「ＴＶガイド９月号」に特殊詐欺被害防止

のチラシを掲載して配布広報した。 

    (特殊詐欺等被害防止広報大使 前川清氏の「特殊詐欺に負けない 長

崎県をつくろう！」約５万世帯に配布) 

  ⑤ テレビ（NIB、NCC）コマーシャル広報 

      「特殊詐欺防止」を呼びかけるＣＭを令和４年２月に NIB、NCC 各社

で 30秒の前川清氏の「だまされないで 長崎！」を各 15回放映した。 

２ 年末年始防犯活動の推進 

    年末年始の警戒期間中､長崎市アーケードで防犯キャンペーンを実施、各

署も防犯キャンペーンなどによる広報啓発活動を行った。 

    ・「ニセ電話詐欺にご用心」のタオルの作成・配付 2,000 枚 

       ・バスの車体看板広告(特殊詐欺防止)  長崎バス等３社計 19 台 

３  広報紙の発行 

      当会の活動を広く広報することや各地区防犯協会等との情報伝達・交換

を図るため、「防犯ながさき」を作成、関係団体等に配付したほか、ホーム

ページに掲載した。 

第２  防犯関係団体等に対する助成、支援事業 

  １ 地区防犯協会の活動支援 

    安全･安心まちづくりのため各種防犯活動を推進している各地区防犯協



会に対し、当該活動に要する経費の一部（総額 960,000 円）を助成した

ほか、各種広報資料及びキャンペーングッズの提供などの支援を行った。 

  ２ 防犯ボランティア団体の活動支援 

      自主防犯パトロールを行う民間防犯ボランティア団体(青色パトロール

隊)に対し、青色回転灯及び車体側面用マグネットシートを配布、支援した。 

第３  防犯功労者等の表彰事業 

  １ 防犯功労表彰 

   (1) 県防犯協会連合会表彰 

       各地区防犯協会からの推薦に基づき､防犯功労団体２団体､防犯功労者

等 1２名を表彰した。 

   (2) 全国防犯協会連合会表彰 

      当会等からの推薦に基づき、金章 1 名、銀章２名、銅章５名、栄誉団体

１団体が受章した。 

   (3) 九州防犯協会連合会表彰 

    当会からの推薦に基づき、個人 4名及び防犯功労表彰 1団体が受賞した。 

    (参考資料  5 ページ参照) 

２ 防犯ポスター・標語の募集、表彰等 

(1)  県民の防犯意識の高揚を図るため、防犯モデルポスター・標語及び青パ

ト活動写真を募集した結果、防犯ポスター299 点、防犯標語 560 点、

青パト活動写真５点の応募があった。その応募作品の中から、それぞれ

最優秀１点、優秀 5 点、佳作５点及び青パト活動写真最優秀１点、優秀

１点を選考の上、入選者に対し県防連会長、県警本部長連名の賞状と記

念品を贈呈した。その他の応募者全員に参加賞を贈った。 

       このほか、本県選出作品が全国防犯協会連合会主催の標語部で優秀を

受賞した。 

          (参考資料  6 ページから 8 ページ参照) 

   (2) 防犯ポスター展の開催 

     10 月の全国地域安全運動期間中、長崎市茂里町ココウォークバスセン

ターにおいて、防犯ポスターコンクールの応募作品を展示し、同所で防犯

グッズやチラシを配布して、市民の防犯意識啓発活動を実施した。 

          (参考資料  １ページから２ページ参照) 

第４ 風俗環境浄化及び少年の健全育成事業 

 １ 善良の風俗環境保持のための事業 

  (1) 受託事業の実施 

    公安委員会からの委託を受けて次の事業を行った。 

     ア  風俗営業の管理者講習 



      風俗営業の管理者に対し法定講習を長崎市会場など７会場で 14 回、 

１６０名に行った。 

  (2) 落書き一斉消去モデルボランティア事業 

     防犯及び善良の風俗環境の保持等を目的として､日本塗装工業会長崎

県支部の協力を得て、長崎警察署、長崎地区防犯協会、県警本部生活安

全企画課及び長崎市役所等と共同で落書き消去活動を行った。 

        落書き消去活動は、令和３年１２月６日、長崎新聞に「治安維持へ落

書き消し」の見出しで掲載された。 

○ 長崎市銅座町及び長崎市船大工町：12 月 4 日（２箇所） 

(参考資料 ３ページ参照) 

 ２ 少年の健全育成関係事業 

  (1) 少年補導員等ボランティア活動への支援 

      少年非行防止と健全育成に取り組んでいる長崎県少年補導員連絡協議

会に対し活動助成金として 20 万円を交付した。 

   (2) 少年指導委員研修会の開催 

     県警少年課主催の少年指導委員研修会（長崎、佐世保地区）に出席して 

   風俗環境浄化及び少年健全育成活動に関する講話を行った。 

  (3) 少年の健全育成のための広報啓発資料の配布 

    7月に実施された内閣府主催の青少年の非行問題に取り組む全国強調月 

間の期間中、各地区で実施されるキャンペーン等に協賛し、リーフレット 

チラシ等広報資材を提供してその活動を支援した。 

第 5 防犯指導技能養成事業 

令和３年度は、各校区の自治会、長崎市・時津・長与町職員を対象に「目

からウロコの安全・安心まちづくり～ながら防犯」研修会を実施。 

    (参考資料 ２ページ参照) 

第 6 その他の活動 

  １ 街頭犯罪・侵入犯罪の防犯対策の推進 

     県、警察が取り組んでいる「犯罪なく３ば運動」の推進を図った。 

       ○ 各地区防犯（生活安全）協会に対して、「犯罪なく３ば運動」推進グ

ッズを配布 

  ２ 薬物乱用防止対策の推進 

     薬物乱用防止啓発ポスター、リーフレット等を関係機関・団体に頒布して

薬物乱用の実態と有害性の啓蒙に努めた。また、中・高校生対象の薬物乱用

防止教室において使用する啓発チラシ等の広報資材を提供し、青少年への

薬物拡散防止を図った。  

  ３  防犯対策の調査・研究関係 



      防犯対策の充実、高度化を図るため、各種防犯対策会議及び研修会に専務 

理事及び事務局職員が出席し、防犯対策に関する知識、情報の収集に努め、 

その会議等の結果を各地区連や地域防犯団体等にフィードバックするなど、 

その有効活用を図った。 

また、全防連発行の月刊誌「安心な街に」、「家庭と防犯」等の防犯情報誌 

  を定期購読し、防犯対策の調査、研究に努めた。  

   主な会議及び研修会の出席状況は次のとおり。 

  (1) 風俗環境浄化事業運営管理者会議 

       5月２０日令和３年度風俗環境浄化運営管理者研修会がリモートで開催

され出席 

  (2) 都道府県防犯協会専務理事・事務局長会議 

    ７月１６日令和３年度都道府県防犯協会専務理事・事務局長会議がリモ

ートで開催され出席 

  (3) 防犯指導技能養成研修会 

    12 月１５日開催された令和３年度防犯指導技能養成研修会に参加 

   (4) 令和３年度第１回長崎県子育て条例推進会議 

    １２月２４日令和３年度第１回長崎県子育て条例推進会議が長崎県庁 

   大会議室で開催され出席 

第７ 収益事業関係 

 １ ＡＭマーク貼付事業 

    ＡＭマーク(地域防犯協賛機)を各加盟店の遊技台に貼付するとともに、遊

技場営業所 125 店舗について立入を実施し、不正遊技機台の有無について

ロムチェック等の点検を行った。  

 2  古物商許可標識等発行取次事業 

     古物商、風俗営業等に係る許可標識等発行取次状況は次のとおり。 

     ・  古物商許可標識 132 枚 

       


